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【研究の目的】 

東邦大学医療センター 大森 病院  病理診断 科では、 ホルマリン固定パラフィン包埋組

織を用いた深在性真菌症の分子生物学的な診断手法の有用性を検討する ことを目的として

本研究を計画しました。 

この研究で得られる成果は、 迅速かつ効率的な原因真菌の同定手法の確立につながり、従

来の培養の手法と組み合わせることで、正確な深在性真菌症の疫学データの収集や、真菌に

感受性の高い抗真菌薬の選択につながり、臨床上、有益な情報を提供することができ、真菌

感染症の診断や治療法の改善 につながります。 

 

【研究対象および方法】 

この研究は、大森病院倫理委員会の承認を得て実施するものです。 

対象者：1938 年 1 月～2021 年 3 月までに東邦大学医療センター 大森 病院において、                

外科手術及び病理解剖を受け、病理診断にて深在性真菌症の診断がなされた方 

方 法： ホルマリン固定パラフィン包埋ブロックの残余検体から抽出したデータを解析         

をします。 

なおこの研究は、文部科学省科学研究費補助金、日本医療研究開発機構（AMED）研究費の

支援を受けて行います。 

 

【研究に用いられる試料・情報】 

試料：手術で摘出した組織、病理解剖にて採取された組織 

情報：性別、年齢、基礎疾患、BMI、血液検査（血算・一般生化学）、培養検査の結果 

 

【外部への試料・情報の提供】 

本研究では、真菌特異的な遺伝子抽出をする解析の一部を共同研究機関である「国立感染

症研究所 真菌部」に提供して解析を行いますが、 提供先には解析に必要な検体（ホル

マリン固定パラフィン包埋切片）のみを提供し、個人を識別する情報（患者様のお名前、住

所など）は削除し、匿名化した状態で提供いたします。 

 

【研究組織】 

代表施設名： 東邦大学医療センター大森病院 研究代表医師： 栃木直文 役職： 准教授      

 

【個人情報について】 

研究に利用する情報は、患者様のお名前、住所など、個人を特定できる個人情報は削除して

管理します。また、今回の研究で得られた成果を、研究費の報告会、医学的な専門学会や専

門雑誌等で報告することがありますが、個人を特定できるような情報を利用することはありま

せん。 



 

本研究では、利益相反関係のある研究実施者は原則として直接のデータ解析には関与しない

こととします。データ解析に関与する必要がある場合には、利益相反関係のない複数の研究

者が立ち会うこととします。 

 

本研究に関してご質問のある方、診療情報等を研究に利用することを承諾されない方は、下

記までご連絡下さい。その場合でも、患者様に不利益になることはありません。 

 

【連絡先および担当者】      東邦大学医療センター 大森 病院  病理診断 科 

職位・氏名  准教授・栃木直文                  

電話 03-3762-4151   内線  3451  

 


